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人口センサスからみる
東アジアの社会大変動

●
東
ア
ジ
ア
社
会
大
変
動
の
時
代

　

東
ア
ジ
ア
諸
国
・
地
域
は
日
本
も
含

め
て
、
現
在
、
社
会
大
変
動
の
時
代
を

迎
え
て
い
る
。
都
市
化
の
進
展
、
少
子

化
と
高
齢
化
の
同
時
進
行
、
家
族
制
度

の
変
容
、
高
等
教
育
の
大
衆
化
、
労
働

市
場
の
流
動
化
、
貧
困
人
口
の
縮
小
と

経
済
的
不
平
等
の
拡
大
な
ど
が
そ
れ
で

あ
る
（
参
考
文
献
①
②
③
を
参
照
）。

　

東
ア
ジ
ア
地
域
は
も
と
も
と
、
世
界

の
な
か
で
は
都
市
化
率
が
最
も
低
い
地

域
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。
先
進
国
は
も

と
よ
り
、
発
展
途
上
地
域
の
な
か
で
も

農
業
人
口
の
比
率
が
高
く
、
一
九
五
〇

年
の
都
市
人
口
比
率
は
一
五
％
と
、
世

界
平
均
の
二
九
％
を
は
る
か
に
下
回
っ

て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
一
九
八
〇
年
代

に
入
る
と
農
村
か
ら
都
市
へ
の
人
口
移

動
が
本
格
化
し
、
九
〇
年
代
に
な
る
と

そ
の
動
き
が
加
速
化
す
る
。
二
〇
一
〇

年
に
は
都
市
人
口
比
率
は
四
九
％
に
達

し
、
世
界
の
平
均
値
に
追
い
つ
い
た
。

　

都
市
人
口
の
増
加
は
都
市
中
間
層
を

生
み
出
し
、
彼
ら
が
旺
盛
な
消
費
人
口

の
供
給
源
と
な
っ
た
。「
消
費
す
る
ア

ジ
ア
」
の
誕
生
で
あ
る
。
同
時
に
、
都

市
化
の
進
展
は
首
都
や
従
来
の
大
都
市

の
周
り
に
、
密
度
の
高
い
住
宅
地
・
商

業
集
積
地
を
生
み
出
し
た
。
い
わ
ゆ
る

「
メ
ガ
・
リ
ー
ジ
ョ
ン
」
と
呼
ば
れ
る

巨
大
な
経
済
圏
が
、
北
京
、
上
海
、
広

州
、
ソ
ウ
ル
、
ハ
ノ
イ
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
、

バ
ン
コ
ク
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
、
マ
ニ
ラ
の

周
り
に
、
次
々
と
誕
生
し
た
。
ジ
ャ
カ

ル
タ
を
核
と
す
る
ジ
ャ
ボ
デ
タ
ベ
ッ
ク

（JA
BO

D
ET

A
BEK

）
は
そ
の
代
表

で
あ
ろ
う
。

　

一
方
、
東
ア
ジ
ア
の
多
く
の
国
・
地

域
で
は
、
人
口
規
模
、
経
済
の
発
展
段

階
、
一
人
あ
た
り
所
得
水
準
の
違
い
に

関
係
な
く
、
女
性
の
合
計
特
殊
出
生
率

（
Ｔ
Ｆ
Ｒ
）
の
急
速
な
低
下
と
高
齢
人

口
の
増
加
が
、
並
行
し
て
進
ん
で
い
っ

た
。
少
子
化
と
高
齢
化
の
同
時
進
行
は
、

い
ま
や
日
本
だ
け
で
な
く
、
東
ア
ジ
ア

に
共
通
し
て
み
ら
れ
る
動
き
で
あ
る

（
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
除
く
）。
し
か
も
、
そ

の
ス
ピ
ー
ド
は
欧
米
諸
国
や
他
の
発
展

途
上
諸
国
と
比
べ
て
も
一
段
と
速
い
点

に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

現
在
、
東
ア
ジ
ア
で
進
展
し
て
い
る

都
市
化
、
少
子
化
、
高
齢
化
を
、
工
業

化
に
付
随
す
る
社
会
変
化
と
捉
え
る
の

は
適
切
で
は
な
い
。
そ
の
規
模
も
ス

ピ
ー
ド
も
想
定
の
範
囲
を
は
る
か
に
超

え
て
い
る
か
ら
だ
。
本
特
集
で
「
社
会

大
変
動
の
時
代
」
と
呼
ん
で
い
る
の
は
、

そ
う
し
た
理
由
に
よ
る
。

●
人
口
セ
ン
サ
ス
が
語
る
も
の

　

そ
れ
で
は
、
東
ア
ジ
ア
が
直
面
す
る

社
会
大
変
動
の
実
態
を
、
ど
の
よ
う
に

捉
え
れ
ば
よ
い
の
か
。
と
く
に
特
定
の

指
標
を
用
い
て
、
国
・
地
域
の
間
で
比

較
す
る
に
は
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
。

そ
の
回
答
は
人
口
セ
ン
サ
ス
（
も
し
く

は
人
口
・
住
宅
セ
ン
サ
ス
）
に
あ
る
と
、

私
た
ち
は
考
え
る
。

　

人
口
セ
ン
サ
ス
は
い
う
ま
で
も
な
く
、

国
家
が
実
施
す
る
人
口
動
態
に
関
す
る

最
も
基
本
的
な
統
計
調
査
で
あ
る
。
国

連
が
公
表
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ

て
行
わ
れ
る
た
め
、
質
問
票
の
構
成
や

項
目
は
世
界
各
国
と
も
か
な
り
共
通
し

て
い
る
。

　

ま
た
、
末
尾
が
ゼ
ロ
の
年
に
調
査
を

実
施
す
る
こ
と
が
多
い
（
一
九
九
〇
年
、

二
〇
〇
〇
年
、
二
〇
一
〇
年
な
ど
。
た

だ
し
、
ベ
ト
ナ
ム
は
共
産
党
の
大
会
が

あ
る
た
め
、
ひ
と
つ
前
の
九
の
年
に
実

施
す
る
）。
そ
の
結
果
、
異
な
る
国
の

間
で
同
一
時
期
に
お
け
る
人
口
・
社
会

構
造
の
横
比
較
が
で
き
る
、
と
い
う
メ

リ
ッ
ト
を
有
す
る
。
一
方
、
同
じ
国
の

な
か
で
は
、
一
〇
年
ご
と
の
人
口
・
社

会
構
造
の
縦
比
較
（
時
系
列
比
較
）
を

行
う
こ
と
も
で
き
る
。

　

人
口
セ
ン
サ
ス
か
ら
判
明
す
る
こ
と

は
、
狭
い
意
味
で
の
人
口
動
態
に
関
係

す
る
数
字
、
つ
ま
り
、
人
口
総
数
、
人

口
成
長
率
、
出
生
率
と
死
亡
率
、
男
女

別
・
年
齢
階
級
別
の
人
口
構
成
な
ど
に

限
ら
な
い
。
表
に
示
し
た
よ
う
に
、
人

の
移
動
、
家
族
の
構
造
、
労
働
市
場
と

就
業
構
造
、
教
育
制
度
の
普
及
、
住

居
・
生
活
環
境
の
実
態
な
ど
も
、
人
口

セ
ン
サ
ス
（
サ
ン
プ
ル
調
査
）
を
使
っ

　

特
集
に
あ
た
っ
て

―
な
ぜ
、
人
口
セ
ン
サ
ス
な
の
か
？
―

末
廣 

昭
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て
知
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
だ
。
そ
の

意
味
で
、
人
口
セ
ン
サ
ス
は
東
ア
ジ
ア

の
社
会
大
変
動
の
実
態
を
検
討
す
る
た

め
の
「
資
料
の
宝
庫
」
で
も
あ
る
。

●
福
祉
シ
ス
テ
ム
の
比
較
か
ら
人

口
セ
ン
サ
ス
の
比
較
へ

　

私
た
ち
は
こ
れ
ま
で
、
文
部
科
学
省

の
科
研
費
を
利
用
し
て
、
次
の
よ
う
な

テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
東
ア
ジ
ア
諸
国
・

地
域
の
比
較
研
究
を
行
っ
て
き
た
。
①

企
業
福
祉
と
国
家
の
社
会
保
障
制
度

（
二
〇
〇
五
年
度
か
ら
〇
七
年
度
、
研

究
代
表
者
・
末
廣
昭
、
以
下
同
じ
）、

②
生
活
保
障
シ
ス
テ
ム
と
年
金
・
退
職

金
制
度
（
二
〇
〇
八
年
度
か
ら
一
〇
年

度
）、
③
雇
用
保
障
と
新
し
い
社
会
リ

ス
ク
へ
の
対
応
（
二
〇
一
一
年
度
か
ら

一
三
年
度
）
の
三
つ
が
そ
れ
で
あ
る
。

　

対
象
と
し
た
国
・
地
域
は
、
中
国
、

台
湾
、
韓
国
、
タ
イ
、
マ
レ
ー
シ
ア
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
七

カ
国
・
地
域
で
、
こ
れ
に
参
考
と
し
て

日
本
を
加
え
た
。
メ
ン
バ
ー
は
地
域
研

究
者
を
中
心
に
、
社
会
保
障
・
社
会
政

策
の
専
門
家
と
労
働
経
済
の
専
門
家
が

参
加
し
た
。
日
本
・
中
国
・
韓
国
の
三

カ
国
の
間
の
社
会
保
障
制
度
の
比
較
研

究
は
盛
ん
で
あ
る
が
、
東
南
ア
ジ
ア
諸

国
を
加
え
た
東
ア
ジ
ア
全
域
に
お
け
る

比
較
研
究
は
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
な

か
っ
た
。
国
家
が
設
計
す
る
社
会
保
障

制
度
を
統
一
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
従
っ

て
比
較
し
、
企
業
福
祉
や
雇
用
保
障
の

実
態
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
私
た

ち
の
共
同
研
究
は
、
そ
れ
な
り
の
意
義

が
あ
っ
た
と
自
負
し
て
い
る
（
参
考
文

献
④
⑤
を
参
照
）。

　

二
〇
一
四
年
度
か
ら
始
ま
る
人
口
セ

ン
サ
ス
の
共
同
研
究
は
、
そ
れ
ま
で
の

三
回
に
わ
た
る
社
会
保
障
制
度
や
福
祉

シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
共
同
研
究
の
延
長

線
上
に
あ
る
。
た
だ
し
、
調
査
対
象
の

国
・
地
域
と
メ
ン
バ
ー
の
構
成
に
は
変

更
を
行
っ
た
。
今
回
は
調
査
対
象
か
ら

台
湾
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
外
し
、
代
わ

り
に
香
港
、
ベ
ト
ナ
ム
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

を
新
た
に
加
え
た
。

　

そ
の
結
果
、
地
域
研
究
者
を
中
心
と

す
る
実
態
調
査
の
対
象
は
、
中
国
、
香

港
、
韓
国
、
タ
イ
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ベ
ト

ナ
ム
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
九
カ
国
・
地
域

と
な
り
、
こ
れ
に
文
献
調
査
の
対
象
で

あ
る
日
本
、
台
湾
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を

加
え
る
と
、
合
計
で
一
二
カ
国
・
地
域

を
カ
バ
ー
す
る
こ
と
に
な
る
。
幸
い
、

台
湾
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
、
過
去
の
人

口
セ
ン
サ
ス
に
関
す
る
分
析
レ
ポ
ー
ト

が
充
実
し
て
お
り
、
比
較
研
究
を
行
う

う
え
で
は
、
支
障
は
な
い
。

●
共
同
研
究
の
課
題
、特
集
の
ね
ら
い

　

私
た
ち
の
共
同
研
究
で
は
、
人
口
セ

ン
サ
ス
（
人
口
・
住
宅
セ
ン
サ
ス
）
を

使
っ
て
、
次
の
よ
う
な
項
目
を
共
通
の

検
討
課
題
に
設
定
し
た
。
①
人
口
セ
ン

サ
ス
の
質
問
票
の
構
成
と
実
施
体
制
の

特
徴
（
統
計
局
等
で
の
聞
き
取
り
調

査
）、
②
人
口
動
態
の
基
本
的
な
動
向
、

③
家
族
制
度
・
家
族
構
造
の
変
容
、
④

人
の
移
動
（
国
内
で
の
移
動
、
海
外
へ

の
出
稼
ぎ
労
働
、
外
国
人
労
働
者
の
受

け
入
れ
）、
⑤
従
来
の
首
都
圏
や
首
位

都
市
の
範
囲
を
超
え
る
「
メ
ガ
・
リ
ー

ジ
ョ
ン
」
の
確
認
と
そ
の
特
徴
、
の
五

つ
の
項
目
が
そ
れ
で
あ
る
。

　

も
っ
と
も
、
①
と
②
以
外
の
残
り
三

つ
の
う
ち
、
ど
の
問
題
に
焦
点
を
絞
る

の
か
に
つ
い
て
は
、
各
国
・
地
域
の
担

当
者
の
判
断
に
ゆ
だ
ね
た
。
例
え
ば
、

中
国
、
タ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
は
⑤
の

「
メ
ガ
・
リ
ー
ジ
ョ
ン
」
の
形
成
に
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
や
香
港
は
④
の
「
人
の
移

動
」
に
、
韓
国
は
③
の
「
家
族
制
度
の

変
容
」
に
、
焦
点
を
あ
て
て
い
る
。
し

た
が
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
・
地
域
の

報
告
を
読
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

あ
る
。

（
す
え
ひ
ろ　

あ
き
ら
／
東
京
大
学
社

会
科
学
研
究
所
教
授
）

《
参
考
文
献
》

①�

大
泉
啓
一
郎
『
老
い
て
ゆ
く
ア
ジ
ア

―
―
繁
栄
の
構
図
が
変
わ
る
と
き
』

中
公
新
書
、
二
〇
〇
七
年
。

②�

―
―
『
消
費
す
る
ア
ジ
ア
―
―
新
興

国
市
場
の
可
能
性
と
不
安
』
中
公
新

書
、
二
〇
一
一
年
。

③�

末
廣
昭
『
新
興
ア
ジ
ア
経
済
論
―
―

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
を
超
え
て
』
岩
波

書
店
、
二
〇
一
四
年
。

④�

末
廣
昭
編
著
『
東
ア
ジ
ア
福
祉
シ
ス

テ
ム
の
展
望
―
―
七
カ
国
・
地
域
の

企
業
福
祉
と
社
会
保
障
制
度
』
ミ
ネ

ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
〇
年
。

⑤�

末
廣
昭
編
『
東
ア
ジ
ア
の
雇
用
・
生

活
保
障
と
新
た
な
社
会
リ
ス
ク
へ
の

対
応
』
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所

研
究
シ
リ
ー
ズ
、
№
五
六
、
二
〇
一

四
年
。

表　人口・住宅センサスの主な調査項目の比較
（全数調査とサンプル調査）

調査項目 日　　　　　本
１．人口動態 ①男女別・年齢階級別人口構成、②人口成長率、

③出生率と死亡率
２．人の移動 ①出生地と教育場所、就業場所、②過去5年間の

国内での移動、③海外への就労（出稼ぎ労働）
３．家族構造 ①世帯主の属性、②家族成員の数、③家族形態

（単独世帯かどうか）、④婚姻の状況
４．教育制度 ①識字率、②本人と家族の教育歴（社会移動）、

③最終学歴と就業上の地位など

５．労働・就業構造 ①従事する業種、②就業上の地位と職種、③通勤
状況

６．住居・生活環境 ①持家・借家の区分、②住宅の特徴（材料、面積、
建築年数）、③電気・飲み水・トイレの整備

７．国籍と民族
　　（人種）

民族別は各国で特徴のある選択肢となっている。
マレーシアとベトナムは民族を細分化

８．宗教 日本以外は、仏教、キリスト教、イスラーム教な
どのほか、儒教や土俗的信仰を含める場合もある

９．独自の項目 戸籍制度（中国、香港）、高齢者の調査（中国、タ
イ）、家庭での使用言語（タイ、インドネシア）、
IT普及率（韓国、タイ）、海外出稼ぎ（フィリピン）

（出所）　各国・地域の人口センサスより筆者作成。


